
令和8年度主な施策等一覧（環境局）

区 分 事 項 予 定 額 頁

千円

新 規
ラムサール条約湿地都市認証を契機とした
環境保全の普及啓発

8,300 1

市施設へのペロブスカイト太陽電池の導入調査 3,000 2

自己搬入事前予約システムの導入 52,000 3

拡 充 大規模水素ステーション整備事業者選定準備 3,000 4

アジア・アジアパラ競技大会における
水素エネルギーのＰＲ

600 5

住宅等の脱炭素化促進補助 146,460 6

ゼロエミッション車の購入補助 51,740 7

資源・ごみ持ち去り防止対策の推進 34,335 8

カラスによるごみ散乱防止対策 1,600 9

計量管理システムの再構築に向けた調査 26,000 10

アジア・アジアパラ競技大会に向けたプロギングの
開催

1,900 11

資源各戸収集モデル実施 42,797 12

アジア・アジアパラ競技大会を契機とした循環経済
への移行に向けた資源循環の推進

7,450 13

継 続 グリーンインフラまちづくりの推進 14,420 14

災害用トイレの備蓄 1,232 15

猪子石工場の大規模改修 8,500 16

鳴海工場の大規模改修に係る事業者選定準備 32,000 17

開 設 南陽工場 18





 

 

令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（新規）ラムサール条約湿地都市認証を 

契機とした環境保全の普及啓発 
草案頁 ３５頁 

予 定 額 ８，３００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

名古屋の環境の原点である藤前干潟において、ラムサール条約

湿地都市認証を契機とした様々な施策を実施し、持続可能な社会

づくりに向けた「ネイチャーポジティブ」「サーキュラーエコノ

ミー」「カーボンニュートラル」につながる行動の変容を促す。 

 

２ 内 容 

（１） 小学校における藤前干潟の活用推進 

藤前干潟の重要性や保全の歴史を次世代に伝えるため、干潟

体験等の環境学習プログラムを実施する。 

（２） 藤前干潟の価値の見える化 

藤前干潟のさらなる保全・活用に向け、干潟の生態系やＣＯ₂

吸収量等の調査を行う。 

（３） 藤前干潟の漂着プラスチックを活用した什器作成 

資源循環を考える機会とするため、漂着プラスチックを使用

した什器を作成し、各種イベント等でＰＲする。 

担 当 課 

環境企画部環境企画課（環境教育）  電話２２３―１０６６ 

資源循環部資源循環企画課      電話９７２－２３７８ 

（内線 ２３７８） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（新規）市施設へのペロブスカイト 

太陽電池の導入調査 
草案頁 ３５頁 

予 定 額 ３，０００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

  再生可能エネルギーのさらなる導入拡大のため、国が社会実

装を目指すペロブスカイト太陽電池について、市施設への率先

導入に向けた調査を行う。 

２ 内 容 

（１） 導入調査 

市民啓発効果等の高い施設を選定し、具体的な設置方法など

の調査・検討を行う。 

（２） 事業計画書の作成 

国や愛知県の実証事業等への応募に向けた事業計画書の作

成を行う。 

※ペロブスカイト太陽電池 

従来のシリコン太陽電池と比べ軽く、柔軟で曲げることがで

き、これまで設置が困難であった壁面や曲面にも設置が可能で

あるため、再生可能エネルギーの導入拡大につながることが期

待される次世代技術 

担 当 課 
環境企画部脱炭素社会推進課（地域脱炭素施策の推進） 

電話９７２－３３９３（内線 ３３９３） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（新規）自己搬入事前予約システムの 

導入 
草案頁 ３７頁 

予 定 額 ５２，０００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

市民がごみを処理施設へ自己搬入する場合、搬入する当日に環

境事業所窓口で受付を行ってから搬入することとしている。 

市民の利便性向上を図るため、南陽工場の再稼働にあわせて、

事前予約システムを導入するとともに、直接処理施設へ搬入でき

るよう制度を変更する。 

 

２ 対象施設 

富田工場、南陽工場、鳴海工場、愛岐処分場 

 

３ 導入時期 

  令和８年１２月頃（予定） 

 

 

 

担 当 課 事業部作業課          電話 ９７２－２３９３ 

                    （内線 ２３９３） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（拡充）大規模水素ステーション整備 

事業者選定準備 
草案頁 ３５頁 

予 定 額 ３，０００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

燃料電池商用車の普及拡大に向け、令和７年度に実施した大

規模水素ステーションの適地調査を踏まえ、公有地において整

備・運営を行う民間事業者の公募に向けた準備を行う。 

２ 内 容 

（１） 整備・運営に向けた課題への対応検討 

    大規模水素ステーションの運営に伴い想定される騒音など

の課題に対応するため、必要設備等を検討する。 

（２） 公募要領の策定 

審査における評価項目等を検討し、公募要領を策定する。 

担 当 課 
環境企画部脱炭素社会推進課（地域脱炭素施策の推進） 

電話９７２－３３９３（内線 ３３９３） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（拡充）アジア・アジアパラ競技大会に 

おける水素エネルギーのＰＲ 
草案頁 ３５頁 

予 定 額 ６００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

  燃料電池自動車をアジア・アジアパラ競技大会において活用

し、大会関係者や市民に対し、水素エネルギーや地球温暖化対

策に関する普及啓発を図る。 

 

２ 内 容 

（１）啓発方法 

水素エネルギー等に関するラッピングを施した車両を大会

関係者の移動に活用する。 

 

（２）使用車両 

市バス等へ導入済みの燃料電池バス  ２台 

区役所へ導入済みの燃料電池乗用車 １６台 

 

担 当 課 
環境企画部脱炭素社会推進課（地域脱炭素施策の推進） 

電話９７２－３３９３（内線 ３３９３） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 （拡充）住宅等の脱炭素化促進補助 草案頁 ３５頁 

予 定 額 １４６，４６０千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

再生可能エネルギーの導入促進及び自家消費拡大を図り、住宅

等の脱炭素化を促進する。 

令和８年度は、ＺＥＨ基準を大きく上回る省エネルギー性能を

有するＧＸ志向型住宅への補助を開始し、住宅のさらなる省エネ

ルギー化を図る。 

２ 補助内容 

補 助 区 分 補 助 額 

一 
体 
的 
導 
入 

太 陽 光 
発 電 設 備 
(上限９.９９ｋＷ) 

築 １ ０ 年 超 の 
住 宅 

３０千円／ｋＷ 

築１０年以下の 
住 宅 

２０千円／ｋＷ 

Ｈ Ｅ Ｍ Ｓ １０千円／件 

蓄 電 シ ス テ ム 
又は 

Ｖ２Ｈ充放電設備 

蓄 電 シ ス テ ム 
１５千円／ｋＷｈ 

（上限10kWh） 

Ｖ２Ｈ充放電設備 ５０千円／件 

Ｚ Ｅ Ｈ 

Ｚ Ｅ Ｈ １００千円／件 

Ｚ Ｅ Ｈ ＋ ２００千円／件 

ＧＸ志向型住宅 ３００千円／件 

蓄 電 シ ス テ ム 
１５千円／ｋＷｈ 

（上限10kWh） 

Ｖ２Ｈ充放電設備 ５０千円／件 

蓄 電 シ ス テ ム 
１５千円／ｋＷｈ 

（上限10kWh） 

断 熱 窓 改 修 補助対象経費の1/3（上限100千円） 

エ ネ フ ァ ー ム ３０千円／件 

 

担 当 課 
環境企画部脱炭素社会推進課     電話９７２－２６９１ 

                    （内線 ２６９１）     
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 （拡充）ゼロエミッション車の購入補助 草案頁 ３５頁 

予 定 額 ５１，７４０千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

  走行時に排出ガスを出さないゼロエミッション車は大気環境

の改善及び二酸化炭素排出量削減に寄与するほか、災害時の電力

供給が可能であることから、個人（市民）が導入する外部給電機

能を有する電気自動車、プラグインハイブリッド自動車及び燃料

電池自動車に対して補助を実施する。 

  なお、本事業は防災危機管理局が実施する「災害時電源協力車

制度」への登録を要件の一つとし、連携して広報啓発を実施する。 

 

２ 内 容 

車 両 区 分 補助金額 想定件数 

電気自動車 １００千円／件 ３６０件 

プラグインハイブリッド自動車 ５０千円／件 ２００件 

燃料電池自動車 ６００千円／件 ５件 

 

 

 

担 当 課 
地域環境対策部大気環境対策課   電話９７２－２６７８  

（内線 ２６７８） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（拡充）資源・ごみ持ち去り防止対策 

の推進 
草案頁 ３７頁 

予 定 額 ３４,３３５千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

  資源・ごみの持ち去りを禁止する「名古屋市家庭廃棄物等の持

ち去りの防止に関する条例」（令和８年４月施行）の実効性を確

保するため、パトロールを実施する。 

また、資源・ごみ持ち去り防止対策の一環として、アルミ缶回

収ボックスの設置を行う。 

 

２ 内 容 

（１） パトロールの実施 

青色回転灯を設置した車両による巡回及び定点監視を行い、 

持ち去り者に対して条例に基づく勧告等を実施する。 

 

（２） アルミ缶回収ボックスの設置 

コミュニティセンターや集会所等に地域住民が常時アルミ 

缶を投入できる回収ボックスを設置する。 

 

担 当 課 
事業部作業課           電話９７２－２３９３ 

（内線 ２３９３） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 （拡充）カラスによるごみ散乱防止対策 草案頁 ３７頁 

予 定 額 １，６００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

  カラスによるごみ散乱防止対策として、対策が不十分な共同住

宅等への改善指導を各区の環境事業所より実施している。 

 改善の見通しが立たない共同住宅に対して、ボックス型ネット

を一定期間貸与することで、共同住宅のオーナーや管理会社に効

果を実感していただき、自己で導入することを促進する。 

 

２ 内 容 

（１） ごみ散乱防止対策の改善指導 

（２） ボックス型ネットの貸与 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 
事業部作業課          電話 ９７２－２３９３ 

                   （内線 ２３９３） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（拡充）計量管理システムの再構築に 

向けた調査 
草案頁 ３７頁 

予 定 額 ２６，０００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

資源・ごみの処理施設への搬入量を管理するために工場・処分

場・資源選別施設・環境事業所・本庁に導入している計量管理シ

ステムは、構築から２０年以上経過していることから、ＤＸ化に

よる業務効率化を目指し、システムの再構築に向けた調査を行

う。 

 

２ スケジュール 

令和８年度  仕様書作成支援等業務委託 

令和９年度～ システムの構築（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 事業部作業課          電話 ９７２－２３９３ 

（内線 ２３９３） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（拡充）アジア・アジアパラ競技大会に 

向けたプロギングの開催 
草案頁 ３７頁 

予 定 額 １,９００千円 

事業の概要 

 

１ 趣 旨 

アジア・アジアパラ競技大会では、国内外から多くの方々を本

市に迎え入れることから、大会開催に向けてプロギングイベント

を開催し、市民とともに街の美化推進の機運醸成を図る。 

 

２ 内 容 

時 期：令和８年５月～６月頃 

場 所：パロマ瑞穂スポーツパーク周辺（予定） 

参加者：約１００人 

 

 

※プロギングとは、ごみ拾い“PlockaUpp”とジョギング“Jogging”

を合わせた環境と健康の両方に寄与するスポーツ 

 

 

担 当 課 
事業部作業課（路上禁煙・住居の不良堆積物対策の推進等） 

          電話９７２－２２８９（内線 ２２８９） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 （拡充）資源各戸収集モデル実施 草案頁 ３７頁 

予 定 額 ４２，７９７千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

  効率的な資源各戸収集方法の検討のため、令和８年度、９年度

にモデル事業を実施する。 

 

２ 内 容 

（１）モデル地区における住民への広報 

（２）モデル地区における住民アンケートの実施 

（３）モデル事業における収集車の動態管理等の実施 

（４）資源の選別等委託 

（５）空きびん・空き缶収集運搬委託 

   

担 当 課 

事業部作業課           電話９７２－２３９３ 

（内線 ２３９３） 

 資源循環部資源循環推進課     電話９７２－２２９７ 

                    （内線 ２２９７） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 

（拡充）アジア・アジアパラ競技大会を 

契機とした循環経済への移行に 

向けた資源循環の推進 

草案頁 ３７頁 

予 定 額 ７,４５０千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

アジア・アジアパラ競技大会を契機に、持続可能な形で資源を

利用する循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行を推進す

るため、大会期間中に市民参加型の取り組みを実施する。 

 

２ 内 容 

（１） 使い捨てプラスチック・食品ロス削減の啓発 

市内の競技会場等で、市民等が利用できる給水機の設置や食

べきりの周知を実施するとともに、市内で利用されなくなった

ものを活用したマイボトルを作成する。 

 

（２） 資源循環スタンプラリーの実施 

名古屋の無料給水スポットや衣類回収拠点、食べ残しゼロ協

力店などを巡るスタンプラリーを実施する。 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 

資源循環部資源循環企画課     電話９７２－２３７８ 

（内線 ２３７８） 

 資源循環部資源循環推進課     電話９７２－２２９７ 

                    （内線 ２２９７） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（継続）グリーンインフラまちづくり 

    の推進 
草案頁 ３５頁 

予 定 額 １４，４２０千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

自然の多様な機能を活かして持続可能で魅力的な地域づくり

に取り組む「グリーンインフラまちづくり」を推進するため、普

及啓発や関係局と連携したモデル事業を実施する。 

 

２ 内 容 

（１）ＰＲツールの作成 

  令和７年度末に策定予定のガイドラインに沿って、グリー

ンインフラまちづくりの基本的な考え方や取り組み事例等

を紹介する動画やパネルを作成する。 

（２）効果の可視化 

   まちなかの植栽等、既存のグリーンインフラについて、暑熱

緩和や治水等の効果を評価・発信する。 

（３）講習会の開催 

   自然の機能への理解、効果の実感、実践手法の知識習得のた

め、有識者の講義や事例見学による講習会を開催する。 

（４）雨庭の追跡調査 

   市内道路等へ雨庭の導入を促進するため、令和７年度に試験

整備した雨庭を活用し、雨水の貯留浸透効果及びその効果の持

続性、植栽等の維持管理に係る負担について追跡調査を実施す

る。 

 

     

担 当 課 
環境企画部環境企画課     電話９７２－２６６９（内線 ２６６９）

地域環境対策部地域環境対策課 電話９７２－２６７１（内線 ２６７１）
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 （継続）災害用トイレの備蓄 草案頁 ３２頁 

予 定 額 １，２３２千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

令和６年３月に、本市の想定し得る最大規模の風水害等に係る

被害想定が公表されたことに伴い、浸水想定区域が拡大されたこ

とから、該当避難所の簡易パック式トイレの備蓄を１日分から３

日分に増量する。 

 

２ 内 容 

（１）対象区 

東区・守山区・名東区・天白区 

（２）購入量 

４０，０００回分 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 
事業部作業課          電話 ９７２－２３９３ 

（内線 ２３９３） 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 （継続）猪子石工場の大規模改修 草案頁 ３７頁 

予 定 額 ８，５００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

 猪子石工場焼却設備大規模改修工事の実施設計及び機器製作

等を進めるとともに、建築・建築設備改修工事の契約手続きを行

う。 
 

２ 内 容 

（１）焼却設備大規模改修工事 

（２）建築・建築設備改修工事 

  債務負担行為 

期 間：令和９年度～１１年度 

限度額：５，２７０，０００千円 
 

３ 全体スケジュール 

事 項 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 

発注仕様書作成等        

焼却設備 

大規模改修工事※ 
       

建築・建築設備 

改修工事 
       

工 場 稼 働        

※ 試運転等を含む 

 

 

 

担 当 課 
施設部工場課（猪子石工場大規模改修） 電話９７２－２３８３ 

                    （内線 ２３８３）
 

実施設計 工事 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 
（継続）鳴海工場の大規模改修に係る 

事業者選定準備 
草案頁 ３７頁 

予 定 額 ３２，０００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

 現在の鳴海工場の整備・運営事業満了に伴い、運営を含めた次

期事業の発注支援に係る業務等を行う。 

２ 内 容 

（１）事業者選定に係る資料作成支援等 

（２）事業者選定審議会の運営支援 

 

 

 

 

３ 全体スケジュール 

事 項 
７ 

年度 

８ 

年度 

９ 

年度 

１０ 

年度 

１１ 

年度 

１２ 

年度 

１３ 

年度 

１４ 

年度 

現事業      
   

次期 

事業 

事業者選定等         

大規模改修※         

運 営         

※ 試運転等含む 

 

担 当 課 
施設部工場課（鳴海工場大規模改修） 電話９７２－４０８３ 

                    （内線 ４０８３） 
 

 

 

 

債務負担行為 

期 間：令和９年度～１０年度 

限度額：３６，０００千円 
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令和８年度主な施策等一覧 
環 境 局 

事 項 （開設）南陽工場 草案頁 ３７頁 

予 定 額  

事業の概要 

１ 趣 旨 

南陽工場は、既存の建屋を再利用した設備更新を進めてお

り、令和８年度は引き続き焼却設備更新等工事及び環境影響評

価事後調査を行い、令和９年３月の供用開始を予定している。 

 

 

２ 南陽工場の概要 

場 所 名古屋市港区藤前二丁目１０１番地 

敷 地 面 積 ６７，８６４．１１㎡ 

設 備 規 模 
焼却設備  ５６０トン／２４ｈ 

破砕設備  １００トン／５ｈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 施設部工場課（南陽工場設備更新） 電話 ３０３―０７００     
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